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党
岡
山
県
連
合
は
７
月
２
３
日
、

米
軍
新
型
輸
送
機
オ
ス
プ

レ
イ
の

国
内
配
備
、

飛
行
訓
線
に
反
対
し

日
本
政
府
に
申
し
入
れ
る
よ
う
に

石
井
知
事
に
要
請
を
し
ま
し
た
。

党
県
連
合
福
島
代
表
ら
３
役
は
、

知
事
が
所
要
で
不
在

の
た
め
県
危

機
管
理
課

・
免

日
保
彦
管
理
監
に
、

「
オ

ス
プ

レ
イ
は

こ
れ
ま

で
６
０

回
に
も
及
ぶ
事
故
を
起
し
て
い
る

危
険
な
飛
行
機

で
、

こ
の
よ
う
な

も

の
が
低
空

１
５
０

ｍ
で
の
飛
行

は
、

国
民
の
命
す
ら
奪
わ
れ
る
危

険
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
山
間
地

の
訓
練
飛
行

ル
ー

ト
で
は
学
校
、

病
院
な
ど
比
較
的
大
き
な
も

の
が

訓
練
目
標
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
＾

ぜ

ひ
県
が
先
頭
に
な
っ
て
反
対

の

意
思
を
表
明
し
、

政
府

へ
申
し
入

れ

て
ほ
し
い
」

と
要
請

し
ま
し
た
。

答
に
留
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
　
一
部
に
報
道
さ
れ
た
岡

山
県
も
飛
行
訓
練
ル
ー

ト
に
含
ま

れ
る

「
ブ

ラ
ウ

ン
ル
ー

ト
」

に

つ

い
て
は

「
事
前

の
環
境

レ
ビ
ュ
に

は
含
ま
れ

て
お
ら
す
、

し
た
が

っ

て
県

へ
の
説
明
は
な

い
。

い
ま

の

と

こ
ろ

（
訓
練
飛
行

ル
ー

ト
に
あ

る
と
は
）

受
け
止
め
て
い
な
い
」

と
回
答
。

改
め
て
武
本
幹
事
長
か

ら

「
オ

ス
プ

レ
イ
の
搬
入
、

飛
行

訓
練
反
対

の
意
思
を
石
井
知
事
自

身
か
ら
県
民
に
安
ｂ
を
発
し
て
ほ

今
年
も
暑
い
日
差

し
の
中
、

７

月
２
１
日
、

非
核

・
平
和
行
進

で

岡
山
市
役
所
か
ら
妹
尾
公
民
館
ま

で
約
「
Ｏ
ｋｍ
を
行
進

し
ま
し
た
。

轟

騒

麗

麓

響

出
発
式
に
は
市
民

・
岡
山
地
区

労

・
各
労
働
組
台

・
諸
団
体
な
ど

約
６
０
名
が
参
加
、

原
水
禁
県
民

会
議

・
福
島
議
長
が

「
７
月
１
６

日
に
は
東
京

で
さ
よ
う
な
ら
原
発

１
７
万
人
集
会
を
成
功
さ
せ
た
。

こ
の
力
で
元
気
に
訴
え
て
い
こ
う
」

と
行
進
団
を
激
励
。

岡
山
被
爆
者

会

・
平
末
豊
会
長
は
、

「
東
北
３

県

の
被
ば

く
者
と
連
携
、

脱
原
発

を
取
り
組
ん
い
る
。

福
島

の
子
ど

も

へ
の
見
え
な
い
差
別
、

東
電

下

請
労
働
者
が
職
を
追
わ
れ

て
い
る
．

核
兵
器

・
原
子
力
核
、　
こ
の
２

つ

が
な
く
な
ら
な
い
限
り
よ
く
な
ら

な
い
」

と
訴
え
ら
れ
ま

し
た
。

行
進

で
は

「
原
発
事
故
か
ら
１

年
４
ケ

月

の
今
も
放
射
能
汚
染
が

し

い
」

核
も
戦
争
も
な
い
平
和
な
２
「
世

紀
を
１
」

と
市

民
に
訴
え
ま

し
た
＾

７
月
２
７
日
に
は
広
島
に
引
継

ぎ
、

８
月
４
～

５
日
広
島
大
会

に

は
「
０
名
が
参
加
予
定

で
す
。

Ａ
熙
Φ
閃

い
中
毒
韓
般
帥
抽
帥
悲
＾

動
を
決
め
、

「
全
電
源
を
失

っ
て

も
炉
ｂ
損
傷
は
起
き
な

い
」

と
大

見
得
を
切
る
野

田
政
権
を
批
判
し

て
い
る

（
朝

日
７
／
２
５
）
。　
東

電

「
被
曝
隠

し
」

は
、

人
の
命
を

命
と
も
思
わ
な

い
、

学
ぶ

こ
と
を

見
失
っ
て
い
る
社
会

の
深
層
を

示

し
て
い
る

▼

い
ま
、

オ

ス
プ

レ
イ

を
岩
国
搬
入
後
、

安
全
確
認
に
ア

メ
リ
カ
に
調
査
に
い
く
と

い
う
に

至
っ
て
は
、

学
ば

な

い
で
は
な
く
、

「
学
ぶ

こ
と
忘
れ

て
い
る
」

と
言

う
し
か
な
い

▼
学
ぶ

こ
と
を
忘
れ

た
と
き
、

「
人
間

の
被
書
」

は
今

回
で
は
、　
こ
れ
ま

で
の
歴
史

の
経

験

の
比
で
は
な

い
。

今

一
度

「
い

の
ち

こ
そ
大
切
」

に
戻
ろ
う

（
の
一

年炉
艶
整
堕
調

「
「
□
県
連
合
定
期
大
会

で

さ
れ
た
党
費

の

一
部
見
直

し
に

つ
い
て
は
、

７
月
以
降
次

の
請

ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

疑
間
、

意

見
な
ど
あ
れ
ば

説
明
に
出

き
ま
す
。

支
部
、

個
人
で
も
結

構
で
す
書
記
周

へ
連
絡
願
い
ま

舗̈
詔
笛
括
赫
球

事
月

・
第
２
水
曜
日

１
８
時
ｉ

”
　

７

月

１

１

日

　

８

月

８

日

　

”

一弓
之
町
「時
事
問
題
懇
話
会
点

準

月

・
第

３
金

曜

日
　

１

８
時
～
”

７

月

２

０

日

　

　

　

　

　

　

”

い
ず
れ
も
同
じ
場
所
　
　
　
　
”

社
民
党
県
連
合
会
議
事

麹県
側
か
ら
は

「
全
国
知
事
会

で

安
全
性
な
ど
具
体
的
説
明
を
求
め

る
決
議
を

し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら

も
十
分
注
視
し
て
い
く
」

と

の
回

模様も関東地方はウソのような青空の下、開催
された。会場の代泉木公園に着くまでが一苦労
で、渋谷駅ハチ公□周辺は人だかりで社民党東
京の宣伝カーが出迎えてくれた。会場メインス

テージにはなかなかたどり書けないほどで、様
子は報告できないが、各県原水禁の旗や社民党
の旗が次々と流れていった。デモ行進は3方 面
に局」れ、私たちは渋谷ニ
恵比寿方面の約3k附

を18き間半掛けて行進ギゃ奉
東京の休日は思いのほ

か道路がすいているの

に驚いた。 「この雰囲

気をぜひ岡山に持ち帰
ろう」と参加者で確認
した (詳細 「新報」)。池田口岡本=福島・野崎=矢吹

と
申
し
入
れ
ま
し
た
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拡
大
、

原
発

百
稼
働
反
対

被
災
者
支

を
呼
び
か
け
、

「
フ
ク
シ
マ

ヒ
ロ
シ

マ

・

ナ
ガ
サ
キ

の

心
を
原
点
に
、

覇ン

の
衆
議
院
選
挙
は
、

こ
れ
か
ら

の
日
本

の
あ
り
方
を
間
う
選
挙
と

り
ま
す
。

生
活
を
守
る
、

な
に

り
平
和
憲
法
を
間
う
戦
い
の
前

戦
と
な
り
、

必
す
勝
ち
抜
か
な

れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

家
計
が
苦

し
い
中

で
す
が
、

よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。


